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Camponotus
pennsylvanicus
(De Geer, 1773)

北米東部にすむ大型の黒いオオアリで、成長が遅く、夜に採餌し、

樹木や湿った木材に巣を作ります。
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ひと目でわかる情報

巣の温度

22–27 °C
巣の中

巣の湿度

50–70 %
巣の中

休眠

5–10 °C
10月 – 2月

結婚飛行

4月 – 7月
暑い日, 穏やかな天気

働きアリ

6–10 mm
大型働きアリは最大13 mm

女王

15–18 mm
女王は1匹

コロニーの規模

まだデータがありま
せん
成長速度：普通

脱走リスク

中程度
アウトワールドに脱走防止の対策を

しましょう
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休眠

活動期

結婚飛行

この種の原産地での月です。正確な日は天気で決まり、室内で飼育しているコロ

ニーは別のリズムになることがあります。

働きアリ 6–10 mm

大型働きアリ ≤ 13 mm

女王 15–18 mm

0 5 10 15 20

1年をひと目で 同じ縮尺での大きさ

食べ物

砂糖 昆虫

おすすめの巣

1. Ytongの巣
2. 木製の巣

3. 自然再現型のセット
アップ

この評価の理由

完全閉鎖型：最初の働きアリが現れる

まで、女王に餌は不要です

好奇心が強い働きアリなので、アウト

ワールドに脱走防止の対策をしましょ

う

冷蔵庫などでの低温の休眠が必要です

ヒント

創設中の女王アリは、暗くて静か

な場所に置き、様子を見るのはた

まににとどめましょう。最初に産

む卵は少なく、働きアリになるま

でに少なくとも約60日かかりま
す。女王アリを毎日確認し、3つの
セットアップの間で移し替えてい

たある飼育者は、初期のブルード

を失い、最初の働きアリが現れる

まで約87日待ちました。1年目を
5〜30匹の働きアリで終えるのは普
通のことです。

注意

綿の栓と水のバリアは、冬の休息

中も含めて一年中点検してくださ

い。働きアリは綿、やわらかいプ

ラスチック、石膏をかじります。あ

る飼育者は、冬眠中のコロニーが

試験管の綿をかじって穴を開けた

あと、溺死しているのを見つけま

した。滑らかな壁では、Fluonやタ
ルクで働きアリを中にとどめられ

ますが、垂直な壁にオイルやワセ

リンを使ってもとどめられませ

ん。

飼育の早見表 飼育者からのメモ

すべての数値は目安です。コロニーの様子を見ながら調整してください。出典とFAQ付きの完全版シート：

brumaants.com/ja/species/camponotus-pennsylvanicus

https://www.inaturalist.org/observations/366934934
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/
https://brumaants.com/ja/species/camponotus-pennsylvanicus

